









Studies in Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education
第4号発刊に寄せて
母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研究は2003年に有志が始めた研究会
ですが、はや5年が経ちました。2004年にプレ創刊号、2005年に 『母語 ・継承語 ・
バイリンガル教育(MHB)研究』紀要創刊号を発刊 し、その後、第2号(2006)、第














語の習得 ・後退過程の分析、それにまつわる②心理的 ・社会的 ・文化的諸要因の解明、
③二言語育成に関するプログラム ・教授方法の評価分析になります。この観点から見









論文3の清田淳子 さんの 「学習支援 としての日本語指導を研究するために」は、①
(i)
母藷 ・継承語「・ノ、イ{ノンカフ〃教育ひ4月の研究Vi)lume4MARCH2008
に関す るものです。L1/L2「相互育成学習」モデル に基づ く個別指導 の中で、 どの
よ うに一個人の言語変容を捉えるか、書 く力、(国語 の)内 容理解、母語力を取 り上
げて、事例研究の方法 を示 したものです。論文4の 湯川笑子 さんほかの 「日本人小学
生の英語 コミュニケー ション能力」は、③に関す るものです。小学生1084人、中学
生514人とい う大規模調査 で、小学校で英語力が どの ぐらい、また どのよ うな質の英
語力が習得 されているかを独 自の評価ツールを開発 して調ぺた ものです。2言 語育成
とまでは行きませんが、小学校 にお ける英語の必修化 に向けて、時宜を得た ものと言
えま しょう。
も う1つ 、MHBが2007年か ら始めた取 り組みがあ ります。それは有志が分担 し
て専 門書を読み合 い、話 し合い を通 して専門的知識 を深 める努力です。2007年はろ
う教育で読書会が始ま り、2008年はバイ リンガル教育で始まっています。本紀要 に
は、ろ う教育の読書会 で取 り上げた 『Advancesinthesignlanguagedevelopment
ofdeafchildren』(2006)の分担発表者 の書評が掲載 されています。 手話 と日本語
の組み合わせで、 日本初のバイ リンガル ・バイカルチ ュラル私立校(明 晴学園)が 東
京都の認可 を受 けて4月 に発足するそ うですが、紀要第3号 の カ ミンズのろ う教育
に関す る論文についで、継続 してろ う教育に関するものが掲載できたことは大変 うれ
しい ことです。
紀要第四号の編集 ・発刊 には、大勢の会員が関わ りま した。海外での広報 ・審査で
は、企画担 当理事のダグラス昌子先生(カ ル フォルニア大学 ロング ビーチ校)、国内
の広報 ・審査では、 同 じく企画担 当理事の友澤昭江先生(桃 山学院大学)、副会長
(広報担当)の 湯川笑子先生、そ して編集 は事務局担 当理事の佐々木倫子先生が忙 し
いなか、献身的な努力 をしてくだ さいま した。諸先生方に感謝するとともに、この研
究会誌が多 くの方 を勇気づ け、専門的知識を深 める一助 となり、それがいろいろな形
で子 どもたちに還元 される ことを願 ってやみません。
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